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【概 要】

我々は，従来のフォトニック結晶に関する一連の研究とは別に，透明強磁性体にナノス

ケール構造を導入することで巨大な磁気光学効果が発現することを見出し，磁性体のスピ

ンで制御可能な新しい光学媒体（磁性フォトニック結晶）の実現可能性を示した．

本研究は，これまでの研究成果を踏まえ，２次元・３次元ナノスケール構造を人為的に

形成した磁性構造体について，完全な構造体の形成と，そのスピン依存線形・非線形光学

特性を総合的に解明することで，スピン制御可能な新たな光材料の創製と，そのマイクロ

光磁気デバイスへの基礎的性質を探求しようとするものである．

磁性フォトニック結晶に関する研究は 1997 年に我々が行った理論研究に端を発し，現在

では国内外で様々な研究が開始されている．特に 2004 年秋に米国で開催された国際材料シ

ンポジウム（MRS）では，本材料に関するセッションが設けられ，新しい分野の確立が期待

されている．本研究は，磁性フォトニック結晶に関するこれまでの成果を更に飛躍的に発

展させようとする国内外を通じて例のない，極めて新規性・独創性の高いものである．

【期待される成果】

磁性フォトニック結晶は，これまでの誘電体ベース・フォトニック結晶では困難とさ

れてきた多くの課題を解決すると同時に，時間対称性をもたない新たなフォトニック結

晶として，その潜在的能力は未開拓の分野である．このため，本研究を通じて得られる

知見は，光材料に新たな分野を開拓するものと期待される．また，現在活発に研究され

ているナノ構造磁性体のカテゴリーに，新たにフォトンとの相互作用分野を構築するも

のといえ，学術的意義は高い．一方，１次元磁性フォトニック結晶については，既に種

々の光デバイス応用に発展しており（一部事業化研究開始 ，新たな産業領域を開拓す）

るものと期待される．
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